
 
 
 
 
 
 
 

雇用保険法施行規則の一部を改正する省令案要綱等 
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別紙 12 「労働施策の総合的な推進並びに労働者の雇用の安定及び職業生活の充実等に関する

法律施行規則第一条の四第五項に規定する自動変更対象額を変更する件に規定する厚

生労働大臣が別に定める日を定める件案要綱」 

別紙 13 「労働施策の総合的な推進並びに労働者の雇用の安定及び職業生活の充実等に関する

法律施行規則第一条の四第八項に規定する控除額を変更する件に規定する厚生労働大
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雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
案
要
綱

第
一

平
成
十
六
年
八
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
七
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
失
業
等
給
付
の
算
定
に
係
る
雇
用
保

険
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
十
八
条
第
四
項
に
規
定
す
る
自
動
変
更
対
象
額
、
法
第
十
九
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定

す
る
控
除
額
及
び
法
第
六
十
一
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
支
給
限
度
額
の
変
更
に
あ
っ
て
は
、
雇
用
保
険
法
施
行
規
則

（
以
下
「
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
第
二
十
八
条
の
四
の
平
均
定
期
給
与
額
は
、
同
年
一
月
に
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
再
集
計

し
た
労
働
者
一
人
当
た
り
の
給
与
の
額
（
以
下
「
再
集
計
し
た
額
」
と
い
う
。
）
又
は
同
月
前
に
公
表
し
た
毎
月
勤
労
統
計

に
お
け
る
労
働
者
の
平
均
定
期
給
与
額
及
び
再
集
計
し
た
額
か
ら
推
計
し
た
労
働
者
一
人
当
た
り
の
給
与
の
額
を
い
う
も
の

と
す
る
こ
と
。

第
二

平
成
十
六
年
八
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
十
七
日
ま
で
の
間
（
以
下
「
変
更
対
象
期
間
」
と
い
う
。
）
に
係
る

も
の
と
し
て
そ
の
額
を
算
定
さ
れ
た
失
業
等
給
付
を
受
給
し
た
者
に
係
る
当
該
失
業
等
給
付
の
額
（
変
更
対
象
期
間
に
二
以

上
の
失
業
等
給
付
を
受
給
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
二
以
上
の
失
業
等
給
付
ご
と
の
額
）
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
か

ら
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
控
除
し
て
得
た
額
（
そ
の
額
が
零
を
下
回
る
場
合
に
は
、
零
と
す
る
。
）
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定

め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
第
一
号
に
掲
げ
る
額
に
加
算
し
た
額
と
す
る
こ
と
。

（別紙１）
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一

平
成
三
十
一
年
三
月
十
八
日
以
後
に
変
更
さ
れ
た
法
第
十
八
条
第
一
項
の
年
度
の
平
均
給
与
額
の
上
昇
し
、
又
は
低
下

し
た
比
率
に
応
じ
て
変
更
さ
れ
た
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
自
動
変
更
対
象
額
、
法
第
十
九
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す

る
控
除
額
及
び
法
第
六
十
一
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
支
給
限
度
額
（
以
下
「
新
自
動
変
更
対
象
額
等
」
と
い
う
。

）
を
適
用
し
算
定
し
た
変
更
対
象
期
間
に
係
る
失
業
等
給
付
の
額

二

変
更
対
象
期
間
に
係
る
も
の
と
し
て
算
定
さ
れ
た
失
業
等
給
付
の
額

第
三

雇
保
則
第
百
二
条
の
三
に
規
定
す
る
雇
用
調
整
助
成
金
（
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成

二
十
五
年
厚
生
労
働
省
令
第
五
十
五
号
）
附
則
第
二
条
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
中
小

企
業
緊
急
雇
用
安
定
助
成
金
の
支
給
に
係
る
同
令
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
保
則
附
則
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
る

中
小
企
業
緊
急
雇
用
安
定
助
成
金
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
に
つ
い
て
は
、
対
象
期
間
（
雇
保
則
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第

二
号
イ
に
規
定
す
る
休
業
等
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
同
号
イ
⑸
に
規
定
す
る
判
定
基
礎
期
間
を
い
い
、
同
号
ロ
に
規
定
す

る
出
向
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
同
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
支
給
対
象
期
間
を
い
う
。
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

の
初
日
が
変
更
対
象
期
間
に
属
し
、
平
成
三
十
一
年
三
月
十
七
日
ま
で
に
そ
の
額
が
算
定
さ
れ
た
雇
用
調
整
助
成
金
の
額
は

、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
か
ら
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
控
除
し
て
得
た
額
（
そ
の
額
が
零
を
下
回
る
場
合
に
は
、
零
と
す
る
。
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）
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
第
一
号
に
掲
げ
る
額
に
加
算
し
た
額
と
す
る
こ
と
。

一

新
自
動
変
更
対
象
額
等
を
適
用
し
算
定
し
た
変
更
対
象
期
間
に
お
け
る
雇
用
調
整
助
成
金
の
額

二

対
象
期
間
の
初
日
が
変
更
対
象
期
間
に
属
し
、
平
成
三
十
一
年
三
月
十
七
日
ま
で
に
算
定
さ
れ
た
雇
用
調
整
助
成
金
の

額

第
四

雇
用
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
七
十
一
号
。
以
下
「
平
成
十
八

年
改
正
省
令
」
と
い
う
。
）
附
則
第
二
条
第
十
八
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
中
小
企
業
雇
用

管
理
改
善
助
成
金
の
支
給
に
係
る
平
成
十
八
年
改
正
省
令
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
保
則
第
百
十
八
条
第
二
項
第

一
号
イ
⑵
に
規
定
す
る
職
業
相
談
者
配
置
事
業
（
以
下
「
職
業
相
談
者
配
置
事
業
」
と
い
う
。
）
に
係
る
中
小
企
業
雇
用
管

理
改
善
助
成
金
の
額
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
か
ら
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
控
除
し
て
得
た
額
（
そ
の
額
が
零
を
下
回
る
場

合
に
は
、
零
と
す
る
。
）
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
第
一
号
に
掲
げ
る
額
に
加
算
し
た
額
と
す
る

こ
と
。

一

新
自
動
変
更
対
象
額
等
を
適
用
し
算
定
し
た
職
業
相
談
者
配
置
事
業
に
係
る
中
小
企
業
雇
用
管
理
改
善
助
成
金
の
額

二

事
業
主
が
受
給
し
た
職
業
相
談
者
配
置
事
業
に
係
る
中
小
企
業
雇
用
管
理
改
善
助
成
金
の
額
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第
五

平
成
十
八
年
改
正
省
令
附
則
第
二
条
第
二
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
建
設
業
新
規

・
成
長
分
野
進
出
教
育
訓
練
助
成
金
の
支
給
に
係
る
平
成
十
八
年
改
正
省
令
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
独
立
行
政
法

人
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
の
業
務
運
営
並
び
に
財
務
及
び
会
計
に
関
す
る
省
令
附
則
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
教
育
訓
練

受
講
給
付
金
で
あ
っ
て
、
対
象
期
間
（
同
項
第
二
号
に
規
定
す
る
期
間
を
い
う
。
以
下
こ
の
第
五
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
初

日
が
平
成
十
六
年
八
月
一
日
か
ら
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
に
属
す
る
も
の
の
額
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額

か
ら
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
控
除
し
て
得
た
額
（
そ
の
額
が
零
を
下
回
る
場
合
に
は
、
零
と
す
る
。
）
に
厚
生
労
働
大
臣
が

定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
第
一
号
に
掲
げ
る
額
に
加
算
し
た
額
と
す
る
こ
と
。

一

新
自
動
変
更
対
象
額
等
を
適
用
し
算
定
し
た
対
象
期
間
の
初
日
が
平
成
十
六
年
八
月
一
日
か
ら
平
成
十
八
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
の
期
間
に
属
す
る
教
育
訓
練
受
講
給
付
金
の
額

二

対
象
期
間
の
初
日
が
平
成
十
六
年
八
月
一
日
か
ら
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
に
属
す
る
建
設
事
業
主
が

受
給
し
た
教
育
訓
練
受
講
給
付
金
の
額

第
六

雇
用
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
二
年
厚
生
労
働
省
令
第
五
十
三
号
）
附
則
第
二
条
第

二
十
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
建
設
雇
用
改
善
助
成
金
の
支
給
に
係
る
同
令
第
五
条
の
規
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定
に
よ
る
改
正
前
の
独
立
行
政
法
人
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
の
業
務
運
営
並
び
に
財
務
及
び
会
計
に
関
す
る
省
令
第
二
十
一

条
第
五
項
に
規
定
す
る
第
四
種
建
設
教
育
訓
練
助
成
金
の
額
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
か
ら
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
控
除
し

て
得
た
額
（
そ
の
額
が
零
を
下
回
る
場
合
に
は
、
零
と
す
る
。
）
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
第
一

号
に
掲
げ
る
額
に
加
算
し
た
額
と
す
る
こ
と
。

一

新
自
動
変
更
対
象
額
等
を
適
用
し
算
定
し
た
第
四
種
建
設
教
育
訓
練
助
成
金
の
額

二

第
四
種
建
設
事
業
主
が
受
給
し
た
建
設
教
育
訓
練
助
成
金
の
額

第
七

雇
用
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
三
年
厚
生
労
働
省
令
第
四
十
八
号
）
附
則
第
二
条
第

十
六
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
育
児
休
業
取
得
促
進
等
助
成
金
の
支
給
に
係
る
同
令
第
一
条

の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
保
則
（
以
下
「
平
成
二
十
三
年
改
正
前
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
附
則
第
十
七
条
の
四
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
平
成
二
十
三
年
改
正
前
雇
保
則
第
百
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
育
児
休
業
取
得
促

進
等
助
成
金
の
額
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
か
ら
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
控
除
し
て
得
た
額
（
そ
の
額
が
零
を
下
回
る
場
合

に
は
、
零
と
す
る
。
）
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
第
一
号
に
掲
げ
る
額
に
加
算
し
た
額
と
す
る
こ

と
。
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一

新
自
動
変
更
対
象
額
等
を
適
用
し
算
定
し
た
育
児
休
業
取
得
促
進
等
助
成
金
の
額

二

事
業
主
が
受
給
し
た
育
児
休
業
取
得
促
進
等
助
成
金
の
額

第
八

こ
の
省
令
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
。
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雇
用
保
険
法
第
十
八
条
に
規
定
す
る
自
動
変
更
対
象
額
を
変
更
す
る
件
案
要
綱

第
一

雇
用
保
険
法
第
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
自
動
変
更
対
象
額
を
変
更
す

る
件
（
平
成
二
十
九
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
二
十
八
号
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
告
示
中
「
一
万
二
千
百
四
十
円
」

と
あ
る
の
は
「
一
万
二
千
百
五
十
円
」
と
、
「
一
万
九
百
二
十
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
万
九
百
三
十
円
」
と
、
「
一
万
五
千

六
百
五
十
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
万
五
千
六
百
六
十
円
」
と
、
「
一
万
六
千
四
百
十
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
万
六
千
四
百
二

十
円
」
と
、
「
一
万
四
千
九
百
十
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
万
四
千
九
百
二
十
円
」
と
、
「
一
万
三
千
四
百
二
十
円
」
と
あ
る

の
は
「
一
万
三
千
四
百
三
十
円
」
と
す
る
こ
と
。

第
二

雇
用
保
険
法
第
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
自
動
変
更
対
象
額
を
変
更
す

る
件
（
平
成
二
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
九
十
九
号
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
告
示
中
「
二
千
二
百
九
十
円
」
と

あ
る
の
は
「
二
千
三
百
円
」
と
、
「
四
千
五
百
八
十
円
」
と
あ
る
の
は
「
四
千
五
百
九
十
円
」
と
、
「
一
万
千
六
百
十
円
」

と
あ
る
の
は
「
一
万
千
六
百
四
十
円
」
と
、
「
一
万
四
百
六
十
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
万
四
百
七
十
円
」
と
、
「
一
万
四
千

八
百
六
十
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
万
四
千
八
百
七
十
円
」
と
、
「
一
万
五
千
五
百
五
十
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
万
五
千
五
百

七
十
円
」
と
、
「
一
万
四
千
百
五
十
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
万
四
千
百
六
十
円
」
と
、
「
一
万
二
千
七
百
四
十
円
」
と
あ
る

（別紙２）
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の
は
「
一
万
二
千
七
百
六
十
円
」
と
す
る
こ
と
。

第
三

雇
用
保
険
法
第
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
自
動
変
更
対
象
額
を
変
更
す

る
件
（
平
成
二
十
七
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
二
十
一
号
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
告
示
中
「
二
千
三
百
円
」
と
あ
る

の
は
「
二
千
三
百
十
円
」
と
、
「
四
千
六
百
円
」
と
あ
る
の
は
「
四
千
六
百
二
十
円
」
と
、
「
一
万
千
六
百
六
十
円
」
と
あ

る
の
は
「
一
万
千
七
百
十
円
」
と
、
「
一
万
五
百
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
万
五
百
三
十
円
」
と
、
「
一
万
四
千
九
百
二
十
円

」
と
あ
る
の
は
「
一
万
四
千
九
百
六
十
円
」
と
、
「
一
万
五
千
六
百
二
十
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
万
五
千
六
百
六
十
円
」
と

、
「
一
万
四
千
二
百
十
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
万
四
千
二
百
四
十
円
」
と
、
「
一
万
二
千
七
百
九
十
円
」
と
あ
る
の
は
「
一

万
二
千
八
百
三
十
円
」
と
す
る
こ
と
。

第
四

雇
用
保
険
法
第
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
自
動
変
更
対
象
額
を
変
更
す

る
件
（
平
成
二
十
六
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
八
十
九
号
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
告
示
中
「
二
千
三
百
円
」
と
あ
る

の
は
「
二
千
三
百
十
円
」
と
、
「
四
千
六
百
円
」
と
あ
る
の
は
「
四
千
六
百
十
円
」
と
、
「
一
万
千
六
百
五
十
円
」
と
あ
る

の
は
「
一
万
千
六
百
九
十
円
」
と
、
「
一
万
四
百
九
十
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
万
五
百
十
円
」
と
、
「
一
万
四
千
九
百
十
円

」
と
あ
る
の
は
「
一
万
四
千
九
百
四
十
円
」
と
、
「
一
万
五
千
六
百
十
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
万
五
千
六
百
四
十
円
」
と
、
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「
一
万
四
千
二
百
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
万
四
千
二
百
二
十
円
」
と
、
「
一
万
二
千
七
百
八
十
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
万
二

千
八
百
十
円
」
と
す
る
こ
と
。

第
五

雇
用
保
険
法
第
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
自
動
変
更
対
象
額
を
変
更
す

る
件
（
平
成
二
十
五
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
二
十
六
号
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
告
示
中
「
一
万
千
六
百
八
十
円
」

と
あ
る
の
は
「
一
万
千
六
百
九
十
円
」
と
、
「
一
万
四
千
九
百
四
十
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
万
四
千
九
百
五
十
円
」
と
す
る

こ
と
。

第
六

雇
用
保
険
法
第
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
自
動
変
更
対
象
額
を
変
更
す

る
件
（
平
成
二
十
四
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
二
十
六
号
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
告
示
中
「
一
万
千
七
百
四
十
円
」

と
あ
る
の
は
「
一
万
千
七
百
五
十
円
」
と
、
「
一
万
五
千
二
十
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
万
五
千
三
十
円
」
と
す
る
こ
と
。

第
七

雇
用
保
険
法
第
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
自
動
変
更
対
象
額
を
変
更
す

る
件
（
平
成
二
十
三
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
八
号
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
告
示
中
「
一
万
千
七
百
七
十
円
」
と
あ

る
の
は
「
一
万
千
七
百
八
十
円
」
と
、
「
一
万
五
千
六
十
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
万
五
千
七
十
円
」
と
す
る
こ
と
。

第
八

雇
用
保
険
法
第
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
自
動
変
更
対
象
額
を
変
更
す
る
件
（
平
成
二
十
二
年
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厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
五
十
号
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
告
示
中
「
二
千
円
」
と
あ
る
の
は
「
二
千
十
円
」
と
、
「
三

千
九
百
五
十
円
」
と
あ
る
の
は
「
三
千
九
百
七
十
円
」
と
、
「
一
万
千
四
百
十
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
万
千
四
百
九
十
円
」

と
、
「
一
万
二
百
三
十
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
万
二
百
九
十
円
」
と
、
「
一
万
四
千
五
百
四
十
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
万
四

千
六
百
四
十
円
」
と
、
「
一
万
五
千
十
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
万
五
千
百
二
十
円
」
と
、
「
一
万
三
千
六
百
五
十
円
」
と
あ

る
の
は
「
一
万
三
千
七
百
三
十
円
」
と
、
「
一
万
二
千
二
百
九
十
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
万
二
千
三
百
六
十
円
」
と
す
る
こ

と
。

第
九

雇
用
保
険
法
第
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
自
動
変
更
対
象
額
を
変
更
す
る
件
（
平
成
二
十
一
年

厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
三
十
五
号
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
告
示
中
「
二
千
五
十
円
」
と
あ
る
の
は
「
二
千
六
十
円
」

と
、
「
四
千
四
十
円
」
と
あ
る
の
は
「
四
千
六
十
円
」
と
、
「
一
万
千
六
百
八
十
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
万
千
七
百
六
十
円

」
と
、
「
一
万
四
百
七
十
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
万
五
百
四
十
円
」
と
、
「
一
万
四
千
八
百
九
十
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
万

四
千
九
百
九
十
円
」
と
、
「
一
万
五
千
三
百
七
十
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
万
五
千
四
百
八
十
円
」
と
、
「
一
万
三
千
九
百
八

十
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
万
四
千
六
十
円
」
と
、
「
一
万
二
千
五
百
八
十
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
万
二
千
六
百
六
十
円
」
と

す
る
こ
と
。
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第
十

雇
用
保
険
法
第
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
自
動
変
更
対
象
額
を
変
更
す
る
件
（
平
成
二
十
年
厚

生
労
働
省
告
示
第
三
百
六
十
六
号
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
告
示
中
「
二
千
六
十
円
」
と
あ
る
の
は
「
二
千
七
十
円
」
と

、
「
四
千
六
十
円
」
と
あ
る
の
は
「
四
千
八
十
円
」
と
、
「
一
万
千
七
百
五
十
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
万
千
八
百
三
十
円
」

と
、
「
一
万
五
百
三
十
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
万
六
百
円
」
と
「
一
万
四
千
九
百
八
十
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
万
五
千
八
十

円
」
と
、
「
一
万
五
千
四
百
六
十
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
万
五
千
五
百
七
十
円
」
と
、
「
一
万
四
千
六
十
円
」
と
あ
る
の
は

「
一
万
四
千
百
四
十
円
」
と
、
「
一
万
二
千
六
百
六
十
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
万
二
千
七
百
四
十
円
」
と
す
る
こ
と
。

第
十
一

雇
用
保
険
法
第
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
自
動
変
更
対
象
額
を
変
更
す
る
件
（
平
成
十
九
年

厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
三
十
四
号
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
告
示
中
「
二
千
七
十
円
」
と
あ
る
の
は
「
二
千
八
十
円
」

と
、
「
四
千
八
十
円
」
と
あ
る
の
は
「
四
千
百
円
」
と
、
「
一
万
千
八
百
二
十
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
万
千
八
百
九
十
円
」

と
、
「
一
万
五
百
九
十
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
万
六
百
六
十
円
」
と
、
「
一
万
五
千
六
十
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
万
五
千
百

六
十
円
」
と
、
「
一
万
五
千
五
百
五
十
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
万
五
千
六
百
五
十
円
」
と
、
「
一
万
四
千
百
四
十
円
」
と
あ

る
の
は
「
一
万
四
千
二
百
二
十
円
」
と
、
「
一
万
二
千
七
百
三
十
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
万
二
千
八
百
十
円
」
と
す
る
こ
と
。

第
十
二

雇
用
保
険
法
第
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
自
動
変
更
対
象
額
を
変
更
す
る
件
（
平
成
十
八
年
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厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
二
十
六
号
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
告
示
中
「
二
千
八
十
円
」
と
あ
る
の
は
「
二
千
九
十
円
」

と
、
「
四
千
百
円
」
と
あ
る
の
は
「
四
千
百
二
十
円
」
と
、
「
一
万
千
八
百
七
十
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
万
千
九
百
四
十
円

」
と
、
「
一
万
六
百
四
十
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
万
七
百
十
円
」
と
、
「
一
万
五
千
百
三
十
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
万
五
千

二
百
三
十
円
」
と
、
「
一
万
五
千
六
百
二
十
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
万
五
千
七
百
二
十
円
」
と
、
「
一
万
四
千
二
百
円
」
と

あ
る
の
は
「
一
万
四
千
二
百
八
十
円
」
と
、
「
一
万
二
千
七
百
九
十
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
万
二
千
八
百
七
十
円
」
と
す
る

こ
と
。

第
十
三

雇
用
保
険
法
第
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
自
動
変
更
対
象
額
を
変
更
す
る
件
（
平
成
十
七
年

厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
十
二
号
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
告
示
中
「
二
千
七
十
円
」
と
あ
る
の
は
「
二
千
八
十
円
」
と

、
「
四
千
八
十
円
」
と
あ
る
の
は
「
四
千
百
円
」
と
、
「
一
万
千
八
百
三
十
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
万
千
九
百
円
」
と
、
「

一
万
六
百
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
万
六
百
七
十
円
」
と
、
「
一
万
五
千
七
十
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
万
五
千
百
七
十
円
」
と

、
「
一
万
五
千
五
百
六
十
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
万
五
千
六
百
六
十
円
」
と
、
「
一
万
四
千
百
五
十
円
」
と
あ
る
の
は
「
一

万
四
千
二
百
三
十
円
」
と
、
「
一
万
二
千
七
百
四
十
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
万
二
千
八
百
二
十
円
」
と
す
る
こ
と
。

第
十
四

雇
用
保
険
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
自
動
変
更
対
象
額
を
変
更
す
る
件
（
平
成
十
六
年
厚
生
労
働
省
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告
示
第
二
百
六
十
四
号
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
告
示
中
「
一
万
二
千
六
十
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
万
二
千
八
十
円
」
と

、
「
一
万
八
百
十
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
万
八
百
三
十
円
」
と
、
「
一
万
五
千
三
百
七
十
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
万
五
千
四

百
円
」
と
、
「
一
万
五
千
八
百
七
十
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
万
五
千
九
百
円
」
と
、
「
一
万
四
千
四
百
三
十
円
」
と
あ
る
の

は
「
一
万
四
千
四
百
五
十
円
」
と
、
「
一
万
二
千
九
百
九
十
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
万
三
千
十
円
」
と
す
る
こ
と
。

第
十
五

こ
の
告
示
は
、
平
成
三
十
一
年
三
月
十
八
日
以
後
に
失
業
等
給
付
を
受
給
し
た
者
に
係
る
同
日
前
の
当
該
失
業
等
給

付
（
高
年
齢
雇
用
継
続
基
本
給
付
金
及
び
高
年
齢
再
就
職
給
付
金
を
除
く
。
）
の
算
定
に
つ
い
て
は
同
年
四
月
一
日
か
ら
、

同
年
三
月
十
八
日
以
後
に
失
業
等
給
付
を
受
給
し
た
者
に
係
る
同
日
前
の
当
該
失
業
等
給
付
（
高
年
齢
雇
用
継
続
基
本
給
付

金
及
び
高
年
齢
再
就
職
給
付
金
に
限
る
。
）
の
算
定
及
び
同
日
前
に
失
業
等
給
付
を
受
給
し
た
者
に
係
る
同
日
前
の
当
該
失

業
等
給
付
の
算
定
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
大
臣
が
別
に
定
め
る
日
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
適
用
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
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雇
用
保
険
法
第
十
九
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
控
除
額
を
変
更
す
る
件
案
要
綱

第
一

雇
用
保
険
法
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
同
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
控
除
額
を
変
更
す
る
件
（
平
成
二

十
九
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
二
十
九
号
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
告
示
中
「
千
二
百
八
十
七
円
」
と
あ
る
の
は
、
「

千
二
百
八
十
八
円
」
と
す
る
こ
と
。

第
二

雇
用
保
険
法
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
同
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
控
除
額
を
変
更
す
る
件
（
平
成
二

十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
号
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
告
示
中
「
千
二
百
八
十
二
円
」
と
あ
る
の
は
、
「
千
二
百

八
十
四
円
」
と
す
る
こ
と
。

第
三

雇
用
保
険
法
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
同
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
控
除
額
を
変
更
す
る
件
（
平
成
二

十
七
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
二
十
二
号
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
告
示
中
「
千
二
百
八
十
七
円
」
と
あ
る
の
は
、
「

千
二
百
九
十
一
円
」
と
す
る
こ
と
。

第
四

雇
用
保
険
法
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
同
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
控
除
額
を
変
更
す
る
件
（
平
成
二

十
六
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
九
十
号
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
告
示
中
「
千
二
百
八
十
六
円
」
と
あ
る
の
は
、
「
千

二
百
八
十
九
円
」
と
す
る
こ
と
。

（別紙３）
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第
五

雇
用
保
険
法
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
控
除
額
を
変
更
す
る
件
（
平
成
二
十
二
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
二

百
五
十
一
号
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
告
示
中
「
千
二
百
九
十
五
円
」
と
あ
る
の
は
、
「
千
三
百
四
円
」
と
す
る
こ
と
。

第
六

雇
用
保
険
法
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
控
除
額
を
変
更
す
る
件
（
平
成
二
十
一
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
三

百
三
十
六
号
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
告
示
中
「
千
三
百
二
十
六
円
」
と
あ
る
の
は
、
「
千
三
百
三
十
五
円
」
と
す
る
こ

と
。

第
七

雇
用
保
険
法
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
控
除
額
を
変
更
す
る
件
（
平
成
二
十
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百

六
十
七
号
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
告
示
中
「
千
三
百
三
十
四
円
」
と
あ
る
の
は
、
「
千
三
百
四
十
三
円
」
と
す
る
こ
と
。

第
八

雇
用
保
険
法
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
控
除
額
を
変
更
す
る
件
（
平
成
十
九
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百

三
十
五
号
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
告
示
中
「
千
三
百
四
十
一
円
」
と
あ
る
の
は
、
「
千
三
百
五
十
円
」
と
す
る
こ
と
。

第
九

雇
用
保
険
法
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
控
除
額
を
変
更
す
る
件
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百

二
十
七
号
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
告
示
中
「
千
三
百
四
十
七
円
」
と
あ
る
の
は
、
「
千
三
百
五
十
六
円
」
と
す
る
こ
と
。

第
十

雇
用
保
険
法
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
控
除
額
を
変
更
す
る
件
（
平
成
十
七
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百

十
三
号
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
告
示
中
「
千
三
百
四
十
二
円
」
と
あ
る
の
は
、
「
千
三
百
五
十
一
円
」
と
す
る
こ
と
。
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第
十
一

雇
用
保
険
法
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
控
除
額
を
変
更
す
る
件
（
平
成
十
六
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
二

百
六
十
五
号
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
告
示
中
「
千
三
百
六
十
九
円
」
と
あ
る
の
は
、
「
千
三
百
七
十
一
円
」
と
す
る
こ

と
。

第
十
二

こ
の
告
示
は
、
平
成
三
十
一
年
三
月
十
八
日
以
後
に
失
業
等
給
付
を
受
給
し
た
者
に
係
る
同
日
前
に
得
た
収
入
に
係

る
控
除
額
に
つ
い
て
は
同
年
四
月
一
日
か
ら
、
同
年
三
月
十
八
日
前
に
失
業
等
給
付
を
受
給
し
た
者
に
係
る
同
日
前
に
得
た

収
入
に
係
る
控
除
額
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
大
臣
が
別
に
定
め
る
日
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
適
用
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
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雇
用
保
険
法
第
六
十
一
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
支
給
限
度
額
を
変
更
す
る
件
案
要
綱

第
一

雇
用
保
険
法
第
六
十
一
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
同
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
支
給
限
度
額
を
変
更
す
る
件
（

平
成
二
十
九
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
三
十
号
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
告
示
中
「
三
十
五
万
七
千
八
百
六
十
四
円
」

と
あ
る
の
は
、
「
三
十
五
万
八
千
九
十
六
円
」
と
す
る
こ
と
。

第
二

雇
用
保
険
法
第
六
十
一
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
同
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
支
給
限
度
額
を
変
更
す
る
件
（

平
成
二
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
一
号
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
告
示
中
「
三
十
三
万
九
千
五
百
六
十
円
」
と
あ

る
の
は
、
「
三
十
四
万
四
円
」
と
す
る
こ
と
。

第
三

雇
用
保
険
法
第
六
十
一
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
同
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
支
給
限
度
額
を
変
更
す
る
件
（

平
成
二
十
七
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
二
十
三
号
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
告
示
中
「
三
十
四
万
千
十
五
円
」
と
あ
る

の
は
、
「
三
十
四
万
千
九
百
七
十
九
円
」
と
す
る
こ
と
。

第
四

雇
用
保
険
法
第
六
十
一
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
同
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
支
給
限
度
額
を
変
更
す
る
件
（

平
成
二
十
六
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
九
十
一
号
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
告
示
中
「
三
十
四
万
七
百
六
十
一
円
」
と

あ
る
の
は
、
「
三
十
四
万
千
四
百
四
十
円
」
と
す
る
こ
と
。

（別紙４）
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第
五

雇
用
保
険
法
第
六
十
一
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
同
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
支
給
限
度
額
を
変
更
す
る
件
（

平
成
二
十
五
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
二
十
八
号
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
告
示
中
「
三
十
四
万
千
五
百
三
十
八
円
」

と
あ
る
の
は
、
「
三
十
四
万
千
五
百
六
十
四
円
」
と
す
る
こ
と
。

第
六

雇
用
保
険
法
第
六
十
一
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
同
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
支
給
限
度
額
を
変
更
す
る
件
（

平
成
二
十
四
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
二
十
八
号
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
告
示
中
「
三
十
四
万
三
千
三
百
九
十
五
円

」
と
あ
る
の
は
、
「
三
十
四
万
三
千
四
百
二
十
四
円
」
と
す
る
こ
と
。

第
七

雇
用
保
険
法
第
六
十
一
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
同
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
支
給
限
度
額
を
変
更
す
る
件
（

平
成
二
十
三
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
十
号
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
告
示
中
「
三
十
四
万
四
千
二
百
九
円
」
と
あ
る

の
は
、
「
三
十
四
万
四
千
二
百
五
十
八
円
」
と
す
る
こ
と
。

第
八

雇
用
保
険
法
第
六
十
一
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
支
給
限
度
額
を
変
更
す
る
件
（
平
成
二
十
二
年
厚
生
労
働
省
告

示
第
二
百
五
十
二
号
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
告
示
中
「
三
十
二
万
七
千
四
百
八
十
六
円
」
と
あ
る
の
は
、
「
三
十
二
万

九
千
五
百
九
十
二
円
」
と
す
る
こ
と
。

第
九

雇
用
保
険
法
第
六
十
一
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
支
給
限
度
額
を
変
更
す
る
件
（
平
成
二
十
一
年
厚
生
労
働
省
告
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示
第
三
百
三
十
七
号
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
告
示
中
「
三
十
三
万
五
千
三
百
十
六
円
」
と
あ
る
の
は
、
「
三
十
三
万
七

千
四
百
六
十
七
円
」
と
す
る
こ
と
。

第
十

雇
用
保
険
法
第
六
十
一
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
支
給
限
度
額
を
変
更
す
る
件
（
平
成
二
十
年
厚
生
労
働
省
告
示

第
三
百
六
十
八
号
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
告
示
中
「
三
十
三
万
七
千
三
百
四
十
三
円
」
と
あ
る
の
は
、
「
三
十
三
万
九

千
四
百
八
十
二
円
」
と
す
る
こ
と
。

第
十
一

雇
用
保
険
法
第
六
十
一
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
支
給
限
度
額
を
変
更
す
る
件
（
平
成
十
九
年
厚
生
労
働
省
告

示
第
二
百
三
十
六
号
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
告
示
中
「
三
十
三
万
九
千
二
百
三
十
五
円
」
と
あ
る
の
は
、
「
三
十
四
万

千
三
百
二
十
八
円
」
と
す
る
こ
と
。

第
十
二

雇
用
保
険
法
第
六
十
一
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
支
給
限
度
額
を
変
更
す
る
件
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告

示
第
四
百
二
十
八
号
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
告
示
中
「
三
十
四
万
七
百
三
十
三
円
」
と
あ
る
の
は
、
「
三
十
四
万
二
千

八
百
六
十
八
円
」
と
す
る
こ
と
。

第
十
三

雇
用
保
険
法
第
六
十
一
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
支
給
限
度
額
を
変
更
す
る
件
（
平
成
十
七
年
厚
生
労
働
省
告

示
第
三
百
十
四
号
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
告
示
中
「
三
十
三
万
九
千
四
百
八
十
四
円
」
と
あ
る
の
は
、
「
三
十
四
万
千
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五
百
八
十
六
円
」
と
す
る
こ
と
。

第
十
四

雇
用
保
険
法
第
六
十
一
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
支
給
限
度
額
を
変
更
す
る
件
（
平
成
十
六
年
厚
生
労
働
省
告

示
第
二
百
六
十
六
号
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
告
示
中
「
三
十
四
万
六
千
二
百
二
十
四
円
」
と
あ
る
の
は
、
「
三
十
四
万

六
千
七
百
六
十
円
」
と
す
る
こ
と
。

第
十
五

こ
の
告
示
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
別
に
定
め
る
日
か
ら
適
用
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
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雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
附
則
第
二
条
か
ら
第
七
条
ま
で
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
率
を
定

め
る
件
案
要
綱

第
一

雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
三
十
一
年
厚
生
労
働
省
令
第

号
）
附
則
第
二
条
か
ら

第
七
条
ま
で
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
率
を
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
率
と
す
る
こ
と
。

一

平
成
十
六
年
八
月
一
日
か
ら
平
成
十
七
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

〇
・
一
四

二

平
成
十
七
年
八
月
一
日
か
ら
平
成
十
八
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

〇
・
一
三

三

平
成
十
八
年
八
月
一
日
か
ら
平
成
十
九
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

〇
・
一
一

四

平
成
十
九
年
八
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

〇
・
〇
九

五

平
成
二
十
年
八
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

〇
・
〇
八

六

平
成
二
十
一
年
八
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

〇
・
〇
六

七

平
成
二
十
二
年
八
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

〇
・
〇
五

八

平
成
二
十
三
年
八
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

〇
・
〇
四

九

平
成
二
十
四
年
八
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

〇
・
〇
三

（別紙５）
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十

平
成
二
十
五
年
八
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
六
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

〇
・
〇
二

十
一

平
成
二
十
六
年
八
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

〇
・
〇
一

十
二

平
成
二
十
七
年
八
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

〇
・
〇
一

十
三

平
成
二
十
八
年
八
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

〇
・
〇
一

十
四

平
成
二
十
九
年
八
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

〇
・
〇
一

十
五

平
成
三
十
年
八
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
十
七
日
ま
で

〇
・
〇
一

第
二

こ
の
告
示
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
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雇
用
保
険
法
第
十
八
条
第
四
項
に
規
定
す
る
自
動
変
更
対
象
額
を
変
更
す
る
件
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
別
に
定

め
る
日
を
定
め
る
件
案
要
綱

雇
用
保
険
法
第
十
八
条
第
四
項
に
規
定
す
る
自
動
変
更
対
象
額
を
変
更
す
る
件
（
平
成
三
十
一
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
六
十

八
号
）
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
別
に
定
め
る
日
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
と
す

る
こ
と
。

一

平
成
三
十
一
年
三
月
十
八
日
以
後
に
失
業
等
給
付
を
受
給
し
た
者
に
係
る
同
日
前
の
当
該
失
業
等
給
付
（
高
年
齢
雇
用
継

続
基
本
給
付
金
及
び
高
年
齢
再
就
職
給
付
金
を
除
く
。
）
の
算
定

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

二

平
成
三
十
一
年
三
月
十
八
日
以
後
に
失
業
等
給
付
を
受
給
し
た
者
に
係
る
同
日
前
の
当
該
失
業
等
給
付
（
高
年
齢
雇
用
継

続
基
本
給
付
金
及
び
高
年
齢
再
就
職
給
付
金
に
限
る
。
）
の
算
定
及
び
同
日
前
に
失
業
等
給
付
を
受
給
し
た
者
に
係
る
同
日

の
当
該
失
業
等
給
付
の
算
定

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
日

（別紙６）
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雇
用
保
険
法
第
十
九
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
控
除
額
を
変
更
す
る
件
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
別
に
定
め

る
日
を
定
め
る
件
案
要
綱

雇
用
保
険
法
第
十
九
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
控
除
額
を
変
更
す
る
件
（
平
成
三
十
一
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
六
十
九

号
）
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
別
に
定
め
る
日
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
と
す
る

こ
と
。

一

平
成
三
十
一
年
三
月
十
八
日
以
後
に
失
業
等
給
付
を
受
給
し
た
者
に
係
る
同
日
前
に
得
た
収
入
に
係
る
控
除
額

平
成
三

十
一
年
四
月
一
日

二

平
成
三
十
一
年
三
月
十
八
日
前
に
失
業
等
給
付
を
受
給
し
た
者
に
係
る
同
日
前
に
得
た
収
入
に
係
る
控
除
額

厚
生
労
働

大
臣
が
定
め
る
日

（別紙７）
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労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令
案
要
綱

第
一

平
成
十
六
年
八
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
七
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
就
職
促
進
手
当
の
算
定
に
係
る
労
働

施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
一
条
の
四
第

三
項
に
規
定
す
る
賃
金
日
額
の
最
低
額
、
同
条
第
五
項
に
規
定
す
る
自
動
変
更
対
象
額
及
び
同
条
第
八
項
に
規
定
す
る
控
除

額
の
変
更
に
あ
っ
て
は
、
同
条
第
五
項
の
平
均
定
期
給
与
額
は
、
同
年
一
月
に
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
再
集
計
し
た
労
働
者

一
人
当
た
り
の
給
与
の
額
（
以
下
「
再
集
計
し
た
額
」
と
い
う
。
）
又
は
同
月
前
に
公
表
し
た
毎
月
勤
労
統
計
に
お
け
る
労

働
者
の
平
均
定
期
給
与
額
及
び
再
集
計
し
た
額
か
ら
推
計
し
た
労
働
者
一
人
当
た
り
の
給
与
の
額
を
い
う
も
の
と
す
る
こ
と
。

第
二

平
成
十
六
年
八
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
十
七
日
ま
で
の
間
に
そ
の
額
を
算
定
さ
れ
た
就
職
促
進
手
当
を
受
給

し
た
者
に
係
る
当
該
就
職
促
進
手
当
の
額
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
か
ら
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
控
除
し
て
得
た
額
（
そ
の

額
が
零
を
下
回
る
場
合
に
は
、
零
と
す
る
。
）
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
第
一
号
に
掲
げ
る
額
に

加
算
し
た
額
と
す
る
こ
と
。

一

平
成
三
十
一
年
三
月
十
八
日
以
後
に
算
定
さ
れ
た
労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
及
び
職

（別紙８）
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業
生
活
の
充
実
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
一
条
の
四
第
五
項
の
年
度
の
平
均
給
与
額
の
上
昇
し
、
又
は
低
下
し
た
比

率
に
応
じ
て
変
更
さ
れ
た
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
賃
金
日
額
の
最
低
額
、
同
条
第
五
項
に
規
定
す
る
自
動
変
更
対
象
額

及
び
同
条
第
八
項
に
規
定
す
る
控
除
額
を
適
用
し
算
定
し
た
平
成
十
六
年
八
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
十
七
日
ま

で
の
間
に
お
け
る
就
職
促
進
手
当
の
額

二

平
成
十
六
年
八
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
十
七
日
ま
で
の
間
に
算
定
さ
れ
た
就
職
促
進
手
当
の
額

第
三

雇
用
対
策
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
十
六
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
十
七
号
）
附
則
第
二
条
の
規
定

に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
就
職
促
進
手
当
の
日
額
の
算
定
に
係
る
同
令
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
対
策
法

施
行
規
則
第
一
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
七
項
中
「
千
三
百
六
十
九
円
」
と
あ
る
の
は
、
「
千
三
百
七
十
一

円
」
と
す
る
。

第
四

こ
の
省
令
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
。
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労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
一

条
の
四
第
五
項
に
規
定
す
る
自
動
変
更
対
象
額
を
変
更
す
る
件
案
要
綱

第
一

雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第
一
条
の
四
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
に
基
づ
き
同
条
第
五
項
に
規
定
す
る
自
動
変
更

対
象
額
を
変
更
す
る
件
（
平
成
二
十
九
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
六
十
三
号
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
告
示
中
「
一
万

二
千
百
四
十
円
」
と
あ
る
の
は
、
「
一
万
二
千
百
五
十
円
」
と
す
る
こ
と
。

第
二

雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第
一
条
の
四
第
五
項
及
び
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
同
条
第
五
項
に
規
定
す
る
自
動
変
更
対
象

額
を
変
更
す
る
件
（
平
成
二
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
六
号
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
告
示
中
「
四
千
五
百
八
十

円
」
と
あ
る
の
は
「
四
千
五
百
九
十
円
」
と
、
「
一
万
千
六
百
十
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
万
千
六
百
四
十
円
」
と
す
る
こ
と
。

第
三

雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第
一
条
の
四
第
五
項
及
び
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
同
条
第
五
項
に
規
定
す
る
平
成
二
十
七
年

八
月
一
日
以
後
の
自
動
変
更
対
象
額
を
定
め
る
件
（
平
成
二
十
七
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
三
十
八
号
）
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
同
告
示
中
「
四
千
六
百
円
」
と
あ
る
の
は
「
四
千
六
百
二
十
円
」
と
、
「
一
万
千
六
百
六
十
円
」
と
あ
る
の
は
「
一

万
千
七
百
十
円
」
と
す
る
こ
と
。

第
四

雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第
一
条
の
四
第
五
項
及
び
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
同
令
第
一
条
の
四
第
五
項
に
規
定
す
る
自

（別紙９）
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動
変
更
対
象
額
を
変
更
す
る
件
（
平
成
二
十
六
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
五
号
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
告
示
中
「
四

千
六
百
円
」
と
あ
る
の
は
「
四
千
六
百
十
円
」
と
、
「
一
万
千
六
百
五
十
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
万
千
六
百
九
十
円
」
と
す

る
こ
と
。

第
五

雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第
一
条
の
四
第
五
項
及
び
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
同
条
第
五
項
に
規
定
す
る
自
動
変
更
対
象

額
を
変
更
す
る
件
（
平
成
二
十
五
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
六
十
二
号
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
告
示
中
「
一
万
千
六

百
八
十
円
」
と
あ
る
の
は
、
「
一
万
千
六
百
九
十
円
」
と
す
る
こ
と
。

第
六

雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第
一
条
の
四
第
五
項
及
び
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
同
令
第
一
条
の
四
第
五
項
に
規
定
す
る
自

動
変
更
対
象
額
を
変
更
す
る
件
（
平
成
二
十
四
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
六
十
八
号
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
告
示
中

「
一
万
千
七
百
四
十
円
」
と
あ
る
の
は
、
「
一
万
千
七
百
五
十
円
」
と
す
る
こ
と
。

第
七

雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第
一
条
の
四
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
変
更
す
る
自
動
変
更
対
象
額
を
定
め

る
件
（
平
成
二
十
三
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
六
十
二
号
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
告
示
中
「
一
万
千
七
百
七
十
円
」

と
あ
る
の
は
、
「
一
万
千
七
百
八
十
円
」
と
す
る
こ
と
。

第
八

雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第
一
条
の
四
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
自
動
変
更
対
象
額
を
変
更
す
る
件
（
平
成
二
十
二
年
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厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
七
号
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
告
示
中
「
三
千
九
百
五
十
円
」
と
あ
る
の
は
「
三
千
九
百
七
十

円
」
と
、
「
一
万
千
四
百
十
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
万
千
四
百
九
十
円
」
と
す
る
こ
と
。

第
九

雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第
一
条
の
四
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
自
動
変
更
対
象
額
を
変
更
す
る
件
（
平
成
二
十
一
年

厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
八
十
七
号
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
告
示
中
「
四
千
四
十
円
」
と
あ
る
の
は
「
四
千
六
十
円
」

と
、
「
一
万
千
六
百
八
十
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
万
千
七
百
六
十
円
」
と
す
る
こ
と
。

第
十

雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第
一
条
の
四
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
自
動
変
更
対
象
額
を
変
更
す
る
件
（
平
成
二
十
年
厚

生
労
働
省
告
示
第
四
百
十
三
号
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
告
示
中
「
四
千
六
十
円
」
と
あ
る
の
は
「
四
千
八
十
円
」
と
、

「
一
万
千
七
百
五
十
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
万
千
八
百
三
十
円
」
と
す
る
こ
と
。

第
十
一

雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第
一
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
自
動
変
更
対
象
額
を
変
更
す
る
件
（
平
成
十
九
年
厚
生

労
働
省
告
示
第
二
百
六
十
一
号
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
告
示
中
「
四
千
八
十
円
」
と
あ
る
の
は
「
四
千
百
円
」
と
、
「

一
万
千
八
百
二
十
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
万
千
八
百
九
十
円
」
と
す
る
こ
と
。

第
十
二

雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第
一
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
自
動
変
更
対
象
額
を
変
更
す
る
件
（
平
成
十
八
年
厚
生

労
働
省
告
示
第
四
百
五
十
八
号
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
告
示
中
「
四
千
百
円
」
と
あ
る
の
は
「
四
千
百
二
十
円
」
と
、
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「
一
万
一
千
八
百
七
十
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
万
千
九
百
四
十
円
」
と
す
る
こ
と
。

第
十
三

雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第
一
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
自
動
変
更
対
象
額
を
変
更
す
る
件
（
平
成
十
七
年
厚
生

労
働
省
告
示
第
三
百
五
十
四
号
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
告
示
中
「
四
千
八
十
円
」
と
あ
る
の
は
「
四
千
百
円
」
と
、
「

一
万
一
千
八
百
三
十
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
万
千
九
百
円
」
と
す
る
こ
と
。

第
十
四

雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第
一
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
自
動
変
更
対
象
額
を
変
更
す
る
件
（
平
成
十
六
年
厚
生

労
働
省
告
示
第
三
百
二
号
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
告
示
中
「
一
万
二
千
六
十
円
」
と
あ
る
の
は
、
「
一
万
二
千
八
十
円

」
と
す
る
こ
と
。

第
十
五

こ
の
告
示
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
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労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
一

条
の
四
第
八
項
に
規
定
す
る
控
除
額
を
変
更
す
る
件
案
要
綱

第
一

雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第
一
条
の
四
第
九
項
の
規
定
に
基
づ
き
同
条
第
八
項
に
規
定
す
る
控
除
額
を
変
更
す
る
件
（
平

成
二
十
九
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
六
十
四
号
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
告
示
中
「
千
二
百
八
十
七
円
」
と
あ
る
の
は

、
「
千
二
百
八
十
八
円
」
と
す
る
こ
と
。

第
二

雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第
一
条
の
四
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
き
同
条
第
七
項
に
規
定
す
る
控
除
額
を
変
更
す
る
件
（
平

成
二
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
七
号
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
告
示
中
「
千
二
百
八
十
二
円
」
と
あ
る
の
は
、
「

千
二
百
八
十
四
円
」
と
す
る
こ
と
。

第
三

雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第
一
条
の
四
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
き
同
条
第
七
項
に
規
定
す
る
控
除
額
を
変
更
す
る
件
（
平

成
二
十
七
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
三
十
九
号
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
告
示
中
「
千
二
百
八
十
七
円
」
と
あ
る
の
は

、
「
千
二
百
九
十
一
円
」
と
す
る
こ
と
。

第
四

雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第
一
条
の
四
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
き
同
条
第
七
項
に
規
定
す
る
控
除
額
を
変
更
す
る
件
（
平

成
二
十
六
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
六
号
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
告
示
中
「
千
二
百
八
十
六
円
」
と
あ
る
の
は
、
「

（別紙10）
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千
二
百
八
十
九
円
」
と
す
る
こ
と
。

第
五

雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第
一
条
の
四
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
控
除
額
を
変
更
す
る
件
（
平
成
二
十
二
年
厚
生
労
働

省
告
示
第
三
百
八
号
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
告
示
中
「
千
二
百
九
十
五
円
」
と
あ
る
の
は
、
「
千
三
百
四
円
」
と
す
る

こ
と
。

第
六

雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第
一
条
の
四
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
控
除
額
を
変
更
す
る
件
（
平
成
二
十
一
年
厚
生
労
働

省
告
示
第
三
百
八
十
八
号
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
告
示
中
「
千
三
百
二
十
六
円
」
と
あ
る
の
は
、
「
千
三
百
三
十
五
円

」
と
す
る
こ
と
。

第
七

雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第
一
条
の
四
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
控
除
額
を
変
更
す
る
件
（
平
成
二
十
年
厚
生
労
働
省

告
示
第
四
百
十
四
号
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
告
示
中
「
千
三
百
三
十
四
円
」
と
あ
る
の
は
、
「
千
三
百
四
十
三
円
」
と

す
る
こ
と
。

第
八

雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第
一
条
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
控
除
額
を
変
更
す
る
件
（
平
成
十
九
年
厚
生
労
働
省
告
示

第
二
百
六
十
二
号
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
告
示
中
「
千
三
百
四
十
一
円
」
と
あ
る
の
は
、
「
千
三
百
五
十
円
」
と
す
る

こ
と
。
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第
九

雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第
一
条
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
控
除
額
を
変
更
す
る
件
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示

第
四
百
五
十
七
号
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
告
示
中
「
千
三
百
四
十
七
円
」
と
あ
る
の
は
、
「
千
三
百
五
十
六
円
」
と
す

る
こ
と
。

第
十

雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第
一
条
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
控
除
額
を
変
更
す
る
件
（
平
成
十
七
年
厚
生
労
働
省
告
示

第
三
百
五
十
三
号
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
告
示
中
「
千
三
百
四
十
二
円
」
と
あ
る
の
は
、
「
千
三
百
五
十
一
円
」
と
す

る
こ
と
。

第
十
一

こ
の
告
示
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
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労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令
附
則
第
二
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
率
を
定
め
る
件
案
要
綱

第
一

労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
三
十
一
年
厚
生
労
働
省
令
第

号
）
附
則
第
二
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
率

を
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
率
と
す
る
こ
と
。

一

平
成
十
六
年
八
月
一
日
か
ら
平
成
十
七
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

〇
・
一
四

二

平
成
十
七
年
八
月
一
日
か
ら
平
成
十
八
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

〇
・
一
三

三

平
成
十
八
年
八
月
一
日
か
ら
平
成
十
九
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

〇
・
一
一

四

平
成
十
九
年
八
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

〇
・
〇
九

五

平
成
二
十
年
八
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

〇
・
〇
八

六

平
成
二
十
一
年
八
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

〇
・
〇
六

七

平
成
二
十
二
年
八
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

〇
・
〇
五

八

平
成
二
十
三
年
八
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

〇
・
〇
四

（別紙11）
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九

平
成
二
十
四
年
八
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

〇
・
〇
三

十

平
成
二
十
五
年
八
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
六
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

〇
・
〇
二

十
一

平
成
二
十
六
年
八
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

〇
・
〇
一

十
二

平
成
二
十
七
年
八
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

〇
・
〇
一

十
三

平
成
二
十
八
年
八
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

〇
・
〇
一

十
四

平
成
二
十
九
年
八
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

〇
・
〇
一

十
五

平
成
三
十
年
八
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
十
七
日
ま
で

〇
・
〇
一

第
二

こ
の
告
示
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
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労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
一

条
の
四
第
五
項
に
規
定
す
る
自
動
変
更
対
象
額
を
変
更
す
る
件
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
別
に
定
め
る
日
を
定
め

る
件
案
要
綱

労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
一
条
の

四
第
五
項
に
規
定
す
る
自
動
変
更
対
象
額
を
変
更
す
る
件
（
平
成
三
十
一
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
七
十
一
号
）
に
規
定
す
る
厚

生
労
働
大
臣
が
別
に
定
め
る
日
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
と
す
る
こ
と
。

（別紙12）
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労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
一

条
の
四
第
八
項
に
規
定
す
る
控
除
額
を
変
更
す
る
件
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
別
に
定
め
る
日
を
定
め
る
件
案
要

綱

労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
一
条
の

四
第
八
項
に
規
定
す
る
控
除
額
を
変
更
す
る
件
（
平
成
三
十
一
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
七
十
二
号
）
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大

臣
が
別
に
定
め
る
日
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
と
す
る
こ
と
。

（別紙13）
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